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飛島総合情報サイトができました
 http://tobishima.info/

　
安
心
・
安
全
の
島
暮
ら
し
を

　

今
年
五
月
末
で
、
と
び
し
ま
未
来
協
議
会
設
立
か
ら
は

や
三
周
年
を
迎
え
ま
す
。
二
〇
一
四
年
度
は
、
よ
り
生
活

に
密
着
し
た
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
離
島
振
興
計
画

作
成
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
座
談
会
で
最
も
関
心
の

高
か
っ
た
「
防
災
・
減
災
・
備
蓄
体
制
の
見
直
し
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
（
酒
田
市
に
よ
る
離
島
活
性
化
交
付
金
活

用
事
業
）。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
今
年
度
は
東
北
公
益
文
科
大
学
の
と

び
し
ま
未
来
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
（
伊
藤
眞
知
子
、
澤
邉

み
さ
子
、
呉
尚
浩
、
岸
本
誠
司
、
小
関
久
恵
）
で
、
昨
年

八
月
に
は
北
海
道
奥
尻
島
、
今
年
二
月
に
は
宮
城
県
の
田

代
島
・
網
地
島
の
被
災
地
の
調
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
（
田

代
島
・
網
地
島
に
は
、
渡
部
陽
子
さ
ん
と
大
学
院
生
の
三

浦
巧
さ
ん
も
参
加
）。『
協
議
会
通
信
』
で
は
今
号
と
次
号

に
分
け
て
そ
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
宮
城
県
の
離
島
　
田
代
島
・
網
地
島
か
ら
学
ぶ

　

今
号
は
二
月
二
三
日
か
ら
二
六
日
に
か
け
て
実
施
し
た

田
代
島
・
網
地
島
調
査
か
ら
報
告
し
ま
す
が
、
二
〇
〇
五

年
に
「
東
北
離
島
懇
談
会
」
と
し
て
天
保
そ
ば
＆
ご
ど
い

も
収
穫
感
謝
祭
の
際
に
、
こ
の
二
島
よ
り
飛
島
に
三
人
の

代
表
者
が
来
島
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ま
た
、
田
代
島
に
は
東
北
公
益
文
科

大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
北
澤
隆
行
さ
ん
が
一
人
移
住
し
漁

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
漁
師
と
し
て
も
十
分
な
収
入
を
得

て
お
り
、
震
災
時
も
若
く
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
大
変
頼
も
し
い
限
り
で
す
）。

　

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
の
状
況
は
、

田
代
島
は
人
口
八
一
名
中
、
死
者
は
〇
人
、
不
明
者
一
人

飛島の防災・減災・備蓄体制の見直しに向けて

宮城県石巻市の離島、田代島。周囲 11.5km、最高標高 96.2 m 、人口は約 60 人（最盛期の人口は千人以上）。
近年は猫の多く棲む島としても知れている。東日本大震災では震度６弱を観測し、4～6m の高さの津波により
大きな被害を受けた。震災時は高台の旧小中学校やマンガアイランド（宿泊施設）が避難場所として機能した。
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【報告】安心・安全と離島の暮らし

空からみた田代島

震災前の大泊集落 大泊集落には４mの津波が到来した

  宮城県田代島・網地島調査から
たしろじま あじしま
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で
岸
壁
沈
下
の
被
害
。
網
地
島
は
人
口
四
二
六
人
中
、
死

者
一
人
、
不
明
者
〇
人
で
、
四
〇
棟
ほ
ど
の
家
屋
が
全
壊

と
い
う
被
害
で
し
た
。
両
島
は
石
巻
か
ら
網
地
島
ラ
イ
ン

の
船
が
出
て
い
ま
す
が
、
地
震
時
に
は
船
が
ち
ょ
う
ど
走

行
中
で
被
害
を
免
れ
た
た
め
に
三
月
二
四
日
か
ら
再
開
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
間
は
物
資
な
ど
の
輸
送
は

空
輸
。
水
は
田
代
島
が
六
月
上
旬
、
網
地
島
が
五
月
中
旬

に
復
旧
と
の
こ
と
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

電
気
は
三
月
下
旬
か
ら
四
月
中
旬
に
か
け
て
部
分
復
旧
、

五
月
下
旬
に
二
四
時
間
、
七
月
下
旬
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に

切
り
替
わ
り
完
全
復
旧
。
な
お
、
島
で
は
仮
設
住
宅
は
建

設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
、
見
え
て
き
た
こ
と
は
、

◎◎◎
と
く
に
、
網
地
島
は
震
源
地
に
最
も
近
い
島
で
あ
る
が
、

津
波
は
島
の
た
め
本
土
に
比
べ
る
と
か
な
り
低
く
、
聞
き

取
り
の
範
囲
で
は
そ
の
高
さ
は
四
〜
六
メ
ー
ト
ル
と
い

う
。
た
だ
し
、
震
災
前
の
予
測
は
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

行
政
側
も
住
民
も
そ
れ
を
超
え
る
十
分
な
対
策
を
し
て
い

な
か
っ
た
。
行
政
の
予
測
の
み
に
頼
ら
ず
に
、
多
様
な
専

門
家
や
他
地
域
で
の
経
験
を
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
視
野
に
い
れ
る
こ
と
が
重
要
。

両
島
と
も
島
の
中
央
部
の
高
台
に
避
難
の
拠
点
が
存
在

（
キ
ャ
ン
プ
場
、
ロ
ッ
ジ
、
自
然
体
験
施
設
、
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
、
医
院
な
ど
）
す
る
こ
と
で
、
比
較
的
安
定
し

た
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

震
災
前
に
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
た
集
落
、
作
ら
な
か
っ

た
集
落
が
あ
っ
た
。
し
か
し
自
主
防
災
組
織
は
行
政
の
薦

め
に
よ
り
形
式
的
に
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
実
際

の
有
事
に
は
役
に
た
た
な
い
面
が
あ
り
、
震
災
時
に
は
現

ⓒ google

田代島

石巻市

網代島

金華山

高台の宿泊施設マンガアイランド（田代島） 高台へつづく避難路（網地島）

田代島と網地島は石巻港から連絡船で 30-40 分ほどの距離石巻港 -田代島 - 網地島を結ぶ定期船

網地島長渡 (ふたわたし)地区での聞き書き調査 鮑漁の開始時間を待つ漁船（網地島）唯一の病院は島の宝（網地島）



◎◎◎

　　

十
一
月
二
十
二
〜
二
十
四
日
に
東
京
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
し
ま
づ
く
り

サ
ミ
ッ
ト
」
と
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
３
」
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目
、「
交
流
に
よ
る
人
材
育
成
と
島
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
し
ま
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
都

新
島
村
・
山
口
県
周
南
町
・
新
潟
県
粟
島
浦
村
・
愛
媛
県

松
山
市
の
四
団
体
の
事
例
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
交
流

促
進
・
人
材
育
成
・
地
域
教
育
・
一
部
離
島
の
四
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱
え
る
問
題
や
、
離
島
の
持
っ
て
い
る

可
能
性
に
つ
い
て
、
熱
い
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
民
か
ら
は
、
進
藤
雪
夫
さ
ん
が
参
加
、
飛
島
中
学
校

同
窓
会
か
ら
は
澤
口
啓
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
は
熱
心
に
質
問
し
な
が
ら
飛
島
の

話
を
聞
い
て
く
れ
る
方
、
漁
の
映
像
を
面
白
そ
う
に
眺
め

る
方
、
夏
に
飛
島
に
観
光
で
訪
れ
た
方
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
交
流
会
が
あ
り
、
様
々
な
島
の
人
と
お

互
い
の
島
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
、
縁
の
拡
が
り

を
実
感
。
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
島
の
人
同
士
が
触
れ

合
う
機
会
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
他
の
離
島
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
、

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部 

陽
子
（
と
び
し
ま
未
来
協
議
会
）

【
報
告
】
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー 

２
０
１
３
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【アイランダー】
「島で生活する人」「島を愛する
人」「島の発展を応援する人」と
いう意味合いのもとに、全国の
島が一体となって島のすばらし
さをアピールする交流イベント。
2013 年は、約１万３千人の来場
来場者があり、大盛況のなか終
了した。2013 年のテーマは
「Let’s島活！見つけよう私の島」。

Let’
s

島
活
！ 

見
つ
け
よ
う
私
の
島

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
学
ば
さ
れ
た
の
は
、
有
事
の
際
は

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
防
災
体

制
の
充
実
も
大
変
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
も
し
も

の
際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
を
日
頃
か
ら
備

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。（
次

号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

呉 

尚
浩
（
と
び
し
ま
未
来
協
議
会
）

実
に
即
し
て
再
編
成
さ
れ
た
。
ま
た
作
ら
な
か
っ
た
集
落

で
は
、既
存
の
自
治
会
等
の
組
織
を
活
用
し
て
編
成
し
た
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
、
各
集
落
の
自
治
会
運
営
の
現
状
に
合
わ

せ
て
日
頃
か
ら
防
災
体
制
を
つ
く
る
必
要
性
を
感
じ
た
。

船
の
沖
出
し
を
す
る
か
否
か
は
、
危
険
性
も
あ
り
賛
否
両

論
だ
っ
た
。
網
地
島
に
お
い
て
は
、
網
地
地
区
で
は
沖
出

し
を
せ
ず
、
長
渡
地
区
で
は
多
く
沖
出
し
を
し
た
。

田
代
島
で
は
震
災
を
機
に
島
を
離
れ
る
人
が
い
た
。ま
た
、

こ
の
機
に
乗
じ
て
、
持
ち
主
が
島
外
に
お
り
不
在
の
空
き

屋
を
解
体
す
る
家
も
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
移
住
希

望
者
に
家
屋
を
提
供
で
き
な
い
状
況
も
あ
る
と
い
う
。

被
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
募
金
の
呼
び
か

け
、
安
否
確
認
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
の
仕
組

み
な
ど
を
、
日
頃
か
ら
有
事
に
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
。

飛島のブースは昨年よりもスペースが広くなり、島の様子を伝えるパネル展示の他、お土産品の販売やしま
シネマ（飛島の漁業や文化に関する映像上映）を行い、来場者に飛島の魅力を伝えることができました。



このロゴマークはNPO法人パートナーシップオフィスに委託された「飛島ブランド確立支援事業」（山形県） の一環として作成されました。
（記事作成：松本友哉）

C 70%   Y 20%
DIC99

M 10%   Y 100%
DIC2538

飛島のＰＲロゴマークが完成しました !

■ロゴのバリエーション

■ロゴの使用例

■ロゴの考え方

基本形（四角型） 基本形（丸型）

背景なし

横断幕のデザイン ロゴマークを活用したＰＲ用品

背景なし（横型） ロゴマークはＰＲする場の背景やコンセプトとなる

「んださげ、とびしま！（だから、とびしま！）」のキャッ
チフレーズを元にロゴマークを作成しました。飛島の
海をイメージした青色の中には、トビシマカンゾウを
イメージした黄色を使用して飛島のかたちが描かれて
います。そして、島のかたちの中には島の代表的な良
いところが書いてあります。

今回作成したロゴマークは、島のＰＲの際に使用する
ことを想定して作成されています。ロゴマークがＰＲ
の場で使用される際には、そこに必ず飛島の素材（人
や物など）が存在します。島の素材を目立たせるように、
ロゴマークはＰＲする場の背景やコンセプトを生み出
すように、受動的なデザインで作成されています。

島
の
あ
た
り
ま
え
が

そ
の
ま
ま
島
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

島
の
あ
た
り
ま
え
に

私
た
ち
は
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
か
な
、や
さ
い
、し
ぜ
ん
、く
ら
し
、

ぶ
ん
か
、
れ
き
し
、
わ
ら
い
・
・
・

こ
ん
な
に
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
。

だ
か
ら
、
と
び
し
ま
。

ん
だ
さ
げ
、
と
び
し
ま
。

飛島のＰＲロゴマークが完成しました !
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